
■日 時：令和 4 年７月 15 日（金）  午後 13:30～14:15 

■場 所：Ｗeb による会議 

■次 第： 1 支部長挨拶 

        2 議  事  

(1)令和３年度事業報告 

(2)令和３年度決算報告 

(3)令和４年度事業計画について 

(4)令和４年度収支予算について 

※議事内容は、特に異議なく報告されました。詳細は 2 ページ後 
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支部長メッセージ 

ごあいさつ 

 

 

 

公益社団法人 日本技術士会 

群馬県支部 支部長 山本 政雄 

（上下水道／総合技術監理部門） 

 

日本技術士会群馬県支部長に就任して一年が経過しました。コロナ感染の状況を

踏まえ、当支部の活動も講演会等のWeb開催が中心となっております。 

コロナに限らず、ロシアによるウクライナ侵攻やエネルギー、食糧の問題など、

現在の国際状況や社会状況は、先の見えない不安定な時代であると感じざるを得ま

せん。しかし、こういう時代であるからこそ持続可能な社会の構築のための活動は

ますます重要となり、「社会からの信頼を高め、産業の健全な発展並びに人々の幸

せな生活の実現のために貢献する」という技術士の役割に対する期待も高まってい

るものと確信しております。 

 

ごあいさつ 

「 群馬県支部会報 」 

第 11 回全体会合 



 

 

 

 

 

  

 

第 11 回全体会合 

事業計画 

組 織 

■活動方針 ＊昨年度と同様（継続） 

・地域密着型の積極的な技術士活動の促進による地域貢献 

・社会的ニーズに応え得る技術士の研鑽活動 

・技術士の更なる知名度向上 

   [全体会合（本会）、CPD 講演会や見学会の実施、令和４年度役員会議、支部会報の発行等] 

■会員数 正会員１０５名 準会員４２名 計１４７名(令和４年４月１日現在) 



記念講演会 

 

「廃棄･未利用天然物の高付加価値化･有効利用に関する取り組み」 

 

 

 

 

講師：本間 知夫 様 

［前橋工科大学 工学部生物工学科 

 食品機能開発工学分野 教授］ 

 

 

 

記念講演会 

講師紹介 

講演の模様 

感 想  群馬県支部では、分野横断的な技術の社会要請に対して、様々な分野の研究者や技術

者をお招きしてご講演いただいております。今回は、本間教授をお招きし、研究成果のご講演を

いただきました。 

 さて、この時期、夏バテ予防に「梅（ウメ）」をよく目にします。教授は、廃棄される梅種子に着

目した研究を行い、化粧品へと実用化されたそうです。驚くことに、研究はこれに留まらず、生体

機能を高める飲料や、ＳＤＧｓの取り組みにつながるアップサイクルへと展開していきます。 

 技術者として、実用化されるまでの過程や、次なる展開は、とても興味深い内容でした。 

 お忙しい中、どうもありがとうございました。 （締め切り前に定員に達しました！） 
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